
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 大会参加料、協賛金

うち障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

8 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
11.4 ％

計 61 9 0 0 70

うち地域住民の参加人数(開催地に
住む方）

56 人 地域住民参加割合 80.0 ％

5 0 0 39

女性 27 4 0 0 31

募集方法 一般募集（都道府県のカーーリング協会を経由して周知）

参加対象者 21歳以下のジュニアカーラー（公式大会に於いてジュニア資格のある選手）

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

70 人 総参加人数 70 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 34

2

共催者

年 2 月 4 日

主催者 特定非営利活動法人スポーツコミュニティー軽井沢クラブ

月 3 日

令和５年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ

開催場所 軽井沢アイスパーク （北佐久郡軽井沢町発地1154-1 ⾵越公園）

事業名 CITIZEN U21軽井沢Jr.チャレンジカップ2024開催

事業の成果
（事業計画書に記載した

「目的及び期待される効果」を踏ま
えて記入すること）

・1か月後にジュニア日本選手権を控え、前哨戦と捉えて参加するチームも多く、北海道や愛知、
東京等の広域から有力チームが集まりました。
・カーリングも他競技同様、一般の大会において20代前半の選手の台頭が顕著です。このような大
会を整備することで、若手のポテンシャルをより早く引出し、カーリング界全体の競技力向上に資
する大会として貢献します。

事業に対する評価

ジュニアを対象とした全国規模の大会は協会が主催する日本選手権を除くと唯一の大会であり、本
大会のバリューも年々高まっています。軽井沢では地元ジュニアチームを対象にした平日夜のリー
グ戦もおこなわれており、相乗効果も生まれ始めています。環境面の改善や指導者のスキル向上に
よって、若手選手がより早い段階で成長できる土壌が出来つつあり、その必要性も認知されていま
す。

～ 令和 6

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 6 年

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった



令和５年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ

事業名 CITIZEN U21軽井沢Jr.チャレンジカップ2024開催

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　SNS　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（ youtube ）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

行った 行わなかった

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他


